
No. 事業名 提案団体名 取組内容 対象地域 交付可能額（千円）

1

東日本大震災で
被災し山形県に
避難した人達と
福島県民の親
睦・交流 「甦るプ
ロジェクト」

きびたき長
井甦るの会

山形県で暮らす避難者、（避難先から）福島県へ帰還し
た被災者を対象とし、酒米づくりの農業体験・交流会を実
施する。

福幸ファーム事業として、長井市のレインボープラン市
民農場の田んぼを使い、年間を通した酒米づくり・農業体
験を実施（田植え・草取り・稲刈り・天日干しを昔ながらの
手作業で行う）。また、酒造りの工程でできる酒粕等などを
使った加工品を作り、避難者がその加工品を楽しむため
のワークショップを開催する。

交流事業として、福幸ファーム事業に実施に合わせ
（各々の作業後に）、暮らしに関する意見交換をかねた交
流会を実施。また、山形県に避難している避難者、福島県
への帰還者に広く参加を呼びかけ、被災者の交流を図る
芋煮会を実施する。

・山形県長井
市及び山形県
全域
・福島県浪江
町
・福島県、関東
圏

2,380

2
地域と世代を越
えた心と身体の
復興事業

一般社団法
人ちろる

身体機能や認知機能の低下予防に加えて、外出のきっ
かけ作り、他者との交流機会を増やす機会として、定期的
な運動教室を開催。被災者自身の健康向上と被災者同士
のつながりにより、地域の中での孤立を防ぐ。

加えて、順天堂大学や福島大学の学生の参加による定
期的な異世代交流を行い、運動教室に参加する被災者か
ら、震災当時の話をしてもらうことによる、震災の記憶の
風化防止にも努める。

・福島県内（避
難先地域の二
本松市と避難
元地域の浪江
町等相双地
区）及び宮城
県、山形県

3,447

3

傾聴活動による
「心のケア」「コ
ミュニティ形成」
事業

特定非営利
活動法人仙
台傾聴の会

被災者支援「心のケア」としての「傾聴カフェ」、｢傾聴箱
庭カフェ」等を継続実施する。

また、「革細工作」「ちぎり絵」「折り紙」「フラワーアレンジ
メント」等、住民同士のコミュニケーションの場を介して、こ
れらを生きがいづくりにもつながる事業を実施する。

・宮城県仙台
市、名取市、岩
沼市、亘理町、
山元町、七ヶ
浜町
・福島県南相
馬市

3,234

4

参加型の心と体
の健康イベント
やワークショップ
による地域活性
化事業

一般社団法
人
PSJ

宮城県、岩手県の被災地域において、心と身体の健康
増進を目的とした参加・体験型イベント（宮城県「スマイル
体操教室」、岩手県「歌声喫茶＆健康体操」）を実施。広い
世代が参加して交流する場として、コミュニティーの再生・
創出に寄与するものとする。

また、学生や若い世代が主体となり「心と身体の健康プ
ログラム」ワークショップを実施。被災地域の世代間交流
を図るとともに、今後の地域を担っていく世代の、地域交
流活動への一層の参画に寄与していく。

事業の全体を通し、企画・準備段階から被災地域の住
民等の積極的な参画を促し、より広範囲なネットワークを
構築し、更に持続可能な取組への発展を目指す。

・宮城県名取
市（閖上中央
第一第二団地
等）/御田園地
区、石巻市、登
米市、南三陸
町
・岩手県盛岡
市、釜石市、花
巻市、上閉伊
郡大槌町等の
広域

3,473
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5

宇宙ミッションの
成果の実装を目
指すＷＳと対外
発信

一般財団法
人
ワンアース

「東北復興宇宙ミッション」の成果として、宇宙飛行した記念品
（花や農産物の種等）から地域自慢の品が創出されつつある。
地域ワークショップで、被災者らとともにこの活動をさらに推進
し、商品化に近いところ（実装）までを目指す。

さらに、これらを内外に強くアピールするため、仙台で開催さ
れる「全国都市緑化フェア」等に出展する。

本事業には被災地域の次世代を担う多くの子供たちが参画
し、ノウハウの蓄積、地域愛と交流の醸成を行い、オール東北
でこの成果を持続的に活用できるようにする。

また、事業を推進していく中で、子どもたち青少年と地域の高
齢者との協働・交流が生まれることから、被災地の高齢者の孤
立を防ぐとともに、被災地域の住民の世代間交流の創出にも
つながるものとしていく。

・岩手県洋野
町
･宮城県七ヶ浜
町､塩釜市、多
賀城市
・福島県楢葉
町

などを中心とし
た４３市町村

3,490

6

多世代協働によ
る『食づくり・もの
づくり』ハッピー
プロジェクト

ハッピープ
ロジェクト

被災者の方が、生きがいをもって幸せに歳を重ねることを
目的に、災害公営住宅を始めとした被災者の方を対象と
し、被災者の方が、子ども・大学生・若者・高齢者・障がい
者といった様々な世代との多世代協働による、ともに汗を
かき楽しみながら行うハーブ・農作物づくり等の「食づく
り」、育てたハーブを活用したアロマづくり等の「ものづく
り」、パネル展示等による「風化防止」、主体的に地域で活
躍できる「人づくり」に取り組む。

宮城県名取
市、仙台市・福
島県二本松
市、南相馬市、
相馬市、浪江
町、飯舘村
・神奈川県横
浜市

3,500

7

避難者相談と生
活再建のための
コミュニティ維
持・強化事業

沖縄じゃん
がら会

単身の避難者やひとり親家庭の避難者等では実現が難
しい自然体験やキャンプ等の年間を通した交流会を実
施。避難者同士のピアサポートの強化や避難者と地域住
民が新たな繋がりを構築する機会を提供する。

また、年２回（1回は3.11前後に）、「こころの相談会」を開
催。公認心理師によるワークショップや個別相談を実施、
避難者の不安の解消や心のメンテナンスを行う。不定期
開催の弁護士相談会では、ADR相談や近隣トラブル・相
続なのど法的手続きの相談を受け付け、避難者の不安解
消や生活基盤の安定を図る。

沖縄県全域 2,758

8
心と体とまちの
栄養復興プロ
ジェクト

特定非営利
活動法人日
本臨床研究
支援ユニッ
ト

被災地域の住民と大学生が主体となって、ものづくりワー
クショップの企画運営を行う「まちづクリエーション」と、被
災地のスーパー店舗等で健康チェック及び展示ブースを
行う「健康ＩＫＯＩ隊」の２つの取組を行う。ものづくりと世代
間交流、健康増進に関する正しい知識の獲得を通じた生
きがいづくりを目的とする。被災住民と学生による企画運
営を支援することで、主体的活動及び社会参加を促し、被
災地域の将来を見据えて活動を実践する。

福島県いわき
市・福島市・富
岡町、宮城県
仙台市・岩沼
市

3,498

9
福島ー山形 空
と土の交流広場
事業2023

特定非営利
活動法人青
空保育たけ
の子

被災者の放射能に対する考え方の違いにより、被災地
（福島県）に「留まっている人」、避難先から福島県に「帰
還した人」、現在も「避難している人」など様々である。立
場の違いによるお互いの心の分断の解消を図るため、山
形県米沢市と福島県で、気軽に参加できる「親の会」を開
催。カルチャー教室や音楽交流会等を実施する。

また、福島市において、土作りを中心に野菜作りを行う
食農教室、米沢市において週末の親子活動をを行う野外
施活推進支援を通年で実施する。

福島県福島市
周辺地域（支
援対象者居住
地域）・山形県
米沢市周辺地
域

3,059
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10

首都圏・広域避
難者の自主的な
『活力増進と風
化防止』プロジェ
クト

特定非営利
活動法人医
療ネット
ワーク支援
センター

被災者の状況はコロナ禍により大きく変化し、避難者自
身が自発的に広域で交流活動ができるよう、行動喚起を
進めていく必要がある。他県の避難者（同じ経験を持ち課
題を抱える）、支援者、市民も交えた仲間づくりを目的に、
地域を超えたコミュニティ「ふるさとサポーターズ」の推進
活動を更に進め、「活力増進」の支援（各種講座、教室、
交流会）、震災の教訓を防災に生かす風化防止活動（語り
部活動）の取り組みを継続して行う。特に、各種講座、教
室などは避難者が企画から運営までを実施する自発的な
活動を一層促していく。

東京都・埼玉
県・神奈川県・
千葉県・福岡
県・山形県

9,365

11
思い出の品生き
甲斐・つながり
創出事業

一般社団法
人
三陸アーカ
イブ減災セ
ンター

新たな生きがいづくり、心の復興につなげることを目的と
して、被災者やその家族・親戚、遺族が、津波で持ち主が
わからなくなった写真や物品（思い出の品）を介して、自身
や家族、友人や知人の写真を見つけ、届ける、知らせる、
といった機会と場を創出する。

また、懐かしい思い出に触れたい被災者と地域住民が
主体となって、震災前の陸前高田のまちの写真を見なが
ら語り合う、住民主体のカフェサロンを同時に開催し、震
災前の話を語り合える「みんなの居場所」を提供する。同
時にオンライン環境を構築し、途切れることがないつなが
りづくり、心のケア、孤独・孤立防止を目指す。

・岩手県盛岡
市（南青山ア
パート）、北上
市、陸前高田
市（栃ケ沢ア
パート）等
・宮城県仙台
市
・東京都（飯田
橋）

3,500

12
地域を越えて繋
がろう☆ふるさと
応援団2023

一般社団法
人
JAST（日本
ソーシャル
セラピストア
カデミー）

被災（避難）者や地域住民が、相互の助け合いや交流を
通し、ピアサポーター（ふるさと応援団）として、分断を超え
てつながりあうことを目指す。

地域の自治会のニーズに応じた、住民主体のワーク
ショップ交流会の企画・開催を支援し、同時に、災害公営
住宅と地域の交流促進、自治会間の連絡網づくり、避難
先とふるさとの交流など、多様なコミュニティづくりのつな
がるきっかけや材料を提供する。

・福島県いわき
市、南相馬市、
大熊町、富岡
町、他
・宮城県石巻
市、東松島市、
他
・岩手県陸前
高田市、大槌
町、大船渡市
・山形県山形
市
・東京都

4,230

13

ダンスで日本を
元気に！東北復
興ダンスプロジェ
クト

二十一世紀
倶楽部

被災地の子どもたちを中心に、ダンスのレッスンと発表
の機会・場所を提供。この取組を生きがいづくりの場として
いく他、被災地の方が主体、主役となって地域の魅力や
活力を発信できる機会を創出する。

・岩手県三陸
地域（宮古市、
山田町、大槌
町、釜石市）
・福島県相馬
市

3,300

14

福島の浜通り
と、あなたの街を
繋ごうプロジェク
ト

トモダチプロ
ジェクト

発災後10年間継続してきた、福島県浜通りの被災地の
子どもたちと東京の子どもたちが歌とダンスで繋がりあう
取組を継続して実施する。浜通りの子どもたちと東京の子
どもたちを中心に、コロナ禍でのオンラインの取組経験も
活かしながら、歌やダンスのレッスンの機会を提供し、年2
回（福島、東京）の発表の場を設ける。また、双方（福島・
東京）の地域文化を伝える講師を招いての交流プログラ
ムを企画、実施する。

福島県南相馬
市、浪江町、富
岡町、相馬市、
福島市、喜多
方市
東京都杉並
区、渋谷区
山口県山口
市、広島県広
島市 他

2,618
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15

被災した女性の
対話の場と学習
支援をとおした
「地域の伝承」活
動

一般社団法
人
トナリノ

被災した女性を中心に「子育て」や「働く」をテーマとした
話し合いの「交流の場づくり」を実施。

また、語り継ぎたい被災地域の習わしや風土などを記録
に残すため、記事の書き方等を学ぶ「学習の場づくり」を
提供、語り継ぎたい記憶等を記事にして記録していくこと
で、被災者同士の話し合いや学び合いを通じて、生きがい
を見つけ、心の復興を目指す。

・岩手県陸前
高田市、大船
渡市、釜石市、
住田町
・宮城県気仙
沼市

3,214

16

被災3県の連携
形成による被災
者主体の震災伝
承と防災学習推
進

公益社団法
人3.11メモリ
アルネット
ワーク

祈念公園周辺で、地域団体や行政との連携による地域
全体での来訪者の受け入れ体制づくりを通じ、被災者自
らが生きがいを感じながら東日本大震災の記憶や教訓を
後世へ伝承する機会を創出する。

避難の訓練や街の記憶聴き取りを通じ避難住民の繋が
りを回復させる。

岩手・福島の祈念公園、周辺施設と連携し、被災者主体
の震災伝承と避難体制の強化・防災活動を推進し、将来
にわたり、災害から命を守り継続可能な体制づくりに取り
組む。

・宮城県石巻
市および岩手
県、福島県復
興祈念公園と
周辺地区

5,500


